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国⽴⼤学法⼈ 東京⼯業⼤学 

東⼯⼤で最初となるベンチャーとの協働研究拠点を設⽴  
aiwell が東京⼯業⼤学に協働研究拠点を開設 

⾎中のタンパク質の状態から「健康を⾒える化」し、怪我等の超早期予測を⽬指す研究 
 

aiwell 株式会社（本社︓東京都千代⽥区、代表取締役社⻑︓⾺渕 浩幸、以下「aiwell」）と東京⼯業⼤学（以下
「東⼯⼤」） ⽣命理⼯学院 林研究室は、東⼯⼤で新たに始まった協働研究拠点制度に基づいて、2019 年 4 ⽉ 5
⽇よりキャンパス内に「aiwell AI プロテオミクス協働研究拠点」を開設し、新しい体制で研究開発を開始する
ことをお知らせいたします。 
 

1. 背景、概要 
aiwell と東⼯⼤⽣命理⼯学院林研究室は 2018 年 10 ⽉より「AI プロテオミクス」の実⽤化に向け、

共同研究を進めております。 
「AI プロテオミクス」は、東⼯⼤ 林宣宏准教授が開発した、⾎液に含まれるタンパク質を網羅的に⼆

次元電気泳動で画像化し解析、AI により病気や怪我の超早期予測や回避⽅法の策定を可能にする画期的
な技術として注⽬されています。 
 当該技術をより汎⽤化して各産業に展開する事業の⼀環として、⼈だけでなく家畜、等も含めた「AI
プロテオミクス」の実⽤化を進めており、この度、東⼯⼤キャンパス内に共同研究のための拠点を開設
することとなりました。 
「AI プロテオミクス」の実⽤化に向け、本拠点にてさらなる研究を進めるとともに、最新技術を活⽤し

た事業を多⾓的に発展させるべく、本研究に参画する企業を募集する予定です。 
 
2. 拠点⻑ 林 宣宏（東京⼯業⼤学 ⽣命理⼯学院 准教授）のコメント 

   
これまでは研究や⼀部の最先端医療でしか使うことが出来なかった、⽣体を構成する遺伝
⼦産物（タンパク質）の網羅的解析（プロテオミクス）の汎⽤化技術を開発し、それが近
年の AI の劇的な性能アップと結びついて AI プロテオミクスが実現しました。 
仮説を⽴ててそれを実証していくというこれまでの研究開発とは異なり、まずデータを取
得し、そこから知識を発掘するというデータ駆動型の研究開発が始まっていますが、その
ためには、“とにかくやってみる” ことが何よりも⼤切です。本拠点を⾜がかりに、多⽅⾯
の産業で AI プロテオミクスによる産業⾰命が勃興することを期待します。 

 
3. 協働研究拠点 概要 

所在地   東京⼯業⼤学 ⼤岡⼭キャンパス 緑が丘６号館 
拠点⻑   林 宣宏（東京⼯業⼤学 ⽣命理⼯学院 准教授） 
設置企業  aiwell 株式会社 
研究開始⽇ 2019 年 4 ⽉ 5 ⽇より 

 
東⼯⼤ 協働研究拠点制度について 

企業と東⼯⼤の組織対組織の⼤型の連携を実現する新しい制度で、東⼯⼤が学内に拠点専⽤のまとまったスペー
スを確保し、共同研究を実⾏します。また、拠点内に企画室を設けて新たな研究プロジェクトを計画し、連携の枠
を拡⼤する事を⽬指します。 
 
「AI プロテオミクス」について 

東⼯⼤「未来型スポーツ・健康科学研究推進体」代表、東⼯⼤ ⽣命理⼯学院「⽣命理⼯オープンイノベーショ
ンハブ（LiHub︓ライハブ）未来健康科学グループ」リーダーである東⼯⼤ ⽣命理⼯学院 林宣宏准教授が研究を



 
進める先進技術。⾎中タンパク質の⼆次元電気泳動画像を AI が処理することにより、病気や怪我の予兆を予測す
ることで、様々な病気やけがになる⼀歩⼿前の状態を発⾒する画期的な研究として注⽬されています。敗⾎症にお
いては、98.2％の精度で的確な診断を可能にしました。 

 
参考資料「AI プロテオミクスの実⽤化」に向けた共同研究について 
 
1. 共同研究の概要 

（１） 研究題⽬ AI プロテオミクスとその実⽤化に関する研究 
（２） 研究⽬的 AI プロテオミクスの実⽤化、運⽤フローの確⽴ 
（３） 研究内容 ①AI プロテオミクスによる⼈間や動物の健康管理、未病診断法の開発 

②AI プロテオミクスの実運⽤のための作業フローの確定 
③検査技法、検査センター等、必要な材料部品、施設の検討、開発、設置 
④AI プロテオミクス活⽤に向けた微量採⾎の運⽤フローの確定 

 
2. 研究分担 

東京⼯業⼤学︓ AI プロテオミクスの研究と活⽤全般 
aiwell 株式会社︓ AI プロテオミクスの検体収集、 

 実⽤化に向けた微量採⾎運⽤フローや検査技法の確定 
 

3. 研究実施場所 
東京⼯業⼤学 ⽣命理⼯学院 林研究室 ならびに aiwell 本社 
 

以上 
aiwell 株式会社について 

東⼯⼤との共同研究により、⼈・家畜の、検体に含まれるタンパク質の網羅的なデジタル画像化、微量検体分
析、⼤量画像データ相互⽐較を実現。「世界中から未病を無くし、⼈をずっと健康にする」をミッションに掲げ、
⾃覚症状がない場合や、重篤化する前に AI による診断⽀援や創薬⽀援、遠隔診療⽀援が可能になるサービスの実
現を⽬指しています。 
 
＜aiwell 会社 概要＞ 
会社名 aiwell 株式会社（英⽂表記︓aiwell Inc.） 
代表者 代表取締役 ⾺渕 浩幸 
設⽴ 2018 年 1 ⽉ 
所在地 東京都千代⽥区⼆番町 9­3 THE BASE 麹町 
HP https://www.aiwelljapan.com 
 
＜東京⼯業⼤学 概要＞ 
学校名 国⽴⼤学法⼈ 東京⼯業⼤学 
代表者 学⻑ 益 ⼀哉 
設⽴  1881 年 5 ⽉ 
所在地 東京都⽬⿊区⼤岡⼭２丁⽬１２­１ 
HP     https://www.titech.ac.jp 
 
＜本件に関するお問い合わせ先＞ 
aiwell 株式会社 広報担当 宮本 
TEL  080-4164-4588 
E-mail  info@aiwelljapan.com 
 
東京⼯業⼤学 広報・社会連携本部 広報・地域連携部⾨ 
TEL 03-5734-2975 
E-mail  media@jim.titech.ac.jp 


